
2028年度

時 期 3年前期 単元 学科 教科名

三級自動車整備士（総合）

二級自動車整備士（総合）

総時限 43

総時間 68.8

単位 4

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士としての実務経験がある教員により、自動車工学及び自動車整備について指導する。

自動車整備士3級及び2級の内容について、総合的に復習する

エンジン編

シャシ編

電気装置編

燃料及び潤滑剤編

保安基準適合性確保の点検編

故障原因探求編

ハイブリッド自動車及び電気自動車編

先進安全技術（電子制御装置整備）編

製図編

上記について国家試験に合格できるレベルを目標とする

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良　　　60点未満：不可

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

3級自動車整備士（総合）、2級自動車整備士（総合）を使用し、全般的に予習復習を行うこと

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、15～30時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）30～15時間である。

石井　隆幸

2026年4月1日

坂口　正憲

６．学修時間と単位

５．準備学習

第1号様式(1/2)

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画国際オートメカニック科

教科

担当

発行日

教科書等

持参品

科 目 自動車整備関連

整備応用



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 国家2級試験問題を中心に、問題演習と解説、復習を行う

から 模擬試験を行い、理解度の進捗を確認する

43 期末試験においては国家試験同レベルの問題とし、合格レベルを判定する

※ 期末試験

※　期末試験は授業時間に含まない

第1号様式(2/2)

国際オートメカニック科 2028年度 授業計画

主な授業内容

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

3年前期 学科 整備応用


